
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
接

続
し
、過
去
二
回
と
同
じ
条
件（「
ロ

グ
イ
ン
な
し
で
閲
覧
可
能
」、「
送
信

サ
ー
ビ
ス
で
閲
覧
可
能
」の
双
方

に
チ
ェ
ッ
ク
）で「
糟
屋
郡
須
恵
村
」

を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、7
0
9
件

が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
前
々
回
が

6
9
1
件
、
前
回
が
6
9
2
件
で

す
か
ら
今
回
は
一
気
に
17
件
の
増

加
で
す
。
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
内
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
ま
す
。【
　
】は
石
瀧
の
補

足
で
す
。
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
を
ひ

ら
が
な
に
直
し
、
句
読
点
を
付
し

ま
し
た
。

●	『
日
本
登
録
商
標
大
全
』明
治
38

年（
1
9
0
5
年
）

　「
第
一
類
　
化
学
品
　
薬
剤
及
び

医
療
補
助
品
」の
中
に
須
恵
村
大
字

上
須
恵
、
須
原
松
太
郎
と
村
山
直

次
郎
二
人
の
商
標
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
須
原
氏
の
登
録
は
明
治
36
年

（
1
9
0
3
年
）で
、品
名
は「
丸
薬・

散
薬・膏
薬・水
薬
」で
す
。
須
恵
目

薬
が
蛤
を
容
器
と
し
て
利
用
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
商
標（
図
❶
上
）

は
そ
れ
に
ち
な
ん
で
貝
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
村
山
氏
の
方
は
東
京
で
開
業
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
登
録

は
い
ず
れ
も
明
治
36
年（
1
9
0
3

年
）。
一
つ
目
が
品
名「
丸
薬
」、商

品
名「
改
良
ね
つ
さ
ま
し		

ア
ン
チ

ヘ
ブ
リ
ン
丸
」の
商
標（
図
❶
下
）で

す
。
住
所
は
東
京
市
牛
込
区
袋
町

（
現
在
新
宿
区
）、「
本
舗		

愛
生
堂		

邨
山
氏
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
邨

山
」は「
村
山
」と
同
じ
。

　
村
山
氏
の
他
2
点
の
商
標
は
、

二
つ
目
が
品
名「
散
薬
」、「
ビ
ス

ミ
ッ
ト
剤		

胃
弱
症
の
特
効
薬		

芳

香
・
胃
酸
」（
図
❷
）。
残
る
一
つ
が

「
丸
薬
」、「
ビ
ス
ミ
ッ
ト
剤		

く
た

り
は
ら（
下
り
腹
）痛
の
特
効
薬		

健
胃
・
固
腸
丸
」（
図
❸
）。
こ
ち
ら

の
社
名
表
記
は「
邨
山
愛
生
堂
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
村
山
直
次
郎
氏
の
商
標
は

も
う
1
点
あ
り
ま
し
た（
図
❹
）。
こ

ち
ら
は「
粕
屋
郡
須
恵
村
」と
な
っ

て
い
る
の
で
、「
糟
屋
郡
須
恵
村
」で

は
ヒ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
品

名「
膏
薬
」と
あ
っ
て
、
商
標
は「
筑

前
須
恵
」し
か
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

●	『
福
岡
県
全
誌
』下
篇
、
明
治
39

年（
1
9
0
6
年
）

　
今
度
は「
村
山
愛
生
堂
」で
検
索

し
て
み
ま
し
た
。
福
岡
市
博
多
下

呉
服
町
石
堂
筋
、
村
山
愛
生
堂
支

店
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

「
売
薬
　
化
粧
品
　
和
洋
酒
　
鑵

詰
類【
缶
詰
の
こ
と
】　
●
卸
小
売

●
　
精
々
御
便
利
を
主
と
し
、
御

高
需
に
応
ず
べ
く
候
間
、旧
倍【
旧

に
倍
し
】御
愛
顧
、御
引
立
を
以
て

多
少
に
不か

か
わ
ら
ず拘
御
用
被お

お
せ
つ
け
ら
れ
た
く

仰
付
度
奉ね

が
い

希あ
げ

上た
て
ま
つ
り

候そ
う
ろ
う。」

●	『
日
用
便
覧
　
薬
林
重
宝
』薬
林

社
、明
治
44
年（
1
9
1
1
年
）

　
同
書
の「
薬
界
・
振
替
貯
金
加
入

者
一
覧
」が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
数

字
は
郵
便
振
替
口
座
の
番
号
で
す
。

村
山
愛
生
堂
は
福
岡
市
博
多
に
あ

り
、
そ
の
支
店
が
東
京
市
牛
込
に

あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
ま
た

大
字
上
須
恵
で
は
な
く
大
字
須
恵

に
村
山
東
山
堂
が
あ
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
す
。

福
岡
　
四
六
弐

　
○
村
山
東
山
堂
　
村
山
有
奏

　
　	

福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大
字

須
恵

福
岡
　
壱
壱
四

　
●	

村
山
直
次
郎
　
村
山
愛
生
堂		

福
岡
市
博
多
下
呉
服
町
一
二

東
京
　
一
六
七
六

　
○
村
山
直
次
郎
支
店
　
村
山
國
輔

　
　
福
岡
市
博
多
下
呉
服
町
一
二

＊

●	

官
報
・
明
治
34
年（
1
9
0
1
年
）

3
月
9
日

【	
上
須
恵
郵
便
局
の
設
置
が
告
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
郵
便
受
取

所
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
位
置
・

所
名
の
順
に
一
覧
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、関
係
個
所
の
み
引
用
し
て

い
ま
す
。】

逓
信
省
告
示
第
百
二
十
九
号

本
月
十
日
よ
り
左
の
郵
便
受
取
所

を
設
置
す
。

　
但
、郵
便
貯
金
事
務
を
も
取
扱
ふ
。

　
　
　
明
治
三
十
四
年
三
月
九
日

　
　
　
　
　
　
逓
信
大
臣
　
原
敬

　（
位
置
）	筑
前
国
糟
屋
郡
須
恵
村

大
字
上
須
恵

　（
所
名
）上
須
恵
郵
便
受
取
所

●	『
為
替
振
宛
局
所
便
覧
』逓
信
省

通
信
局
、明
治
35
年（
一
九
〇
二

年
）

　
糟
屋
郡
に
は
宇
美
郵
便
局
と
上

須
恵
郵
便
受
取
所
が
あ
り
、宇
美
郵

便
局
担
当
の
地
域
は「
宇
美
村
一
円
、

須
恵
村
大
字
新
原
、志
免
村
大
字
志

免
・
田
富
・
吉
原
」、上
須
恵
郵
便
受

取
所
の
担
当
は「
須
恵
村（
大
字
新

原
を
除
く
）」で
す
。
こ
の
時
点
で

ま
だ
上
須
恵
郵
便
受
取
所
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。

●	

官
報
・
明
治
38
年（
1
9
0
5
年
）

12
月
7
日

【	

上
須
恵
郵
便
受
取
所
は
そ
の
後
、

上
須
恵
郵
便
局
と
な
っ
た
ら
し
く

（
年
月
日
不
明
）、こ
の
翌
年
か
ら

須
恵
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
る
こ
と

が
告
示
さ
れ
て
い
ま
す
。】

町文化財専門委員

石瀧 豊美

まちの
史跡めぐり
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逓
信
省
告
示
第
六
百
二
十
三
号

来
明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
よ
り

左
記
郵
便
局
を
改
称
す
。

　	

明
治
三
十
八
年
十
二
月
七
日

�

逓
信
大
臣
　
大
浦
兼
武

　（
現
名
称
）上
須
恵
郵
便
局

　（
改
称
）須
恵
郵
便
局

　（
位
置
）福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村

＊

●	

官
報・第
六
八
〇
二
号
附
録・

　	

明
治
39
年（
1
9
0
6
年
）3
月

6
日

　
前
回
は
日
清
戦
争
時
の
民
間
人

か
ら
軍
隊
へ
の
寄
附
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
日
露
戦
争
時
の

寄
附（「
献
納
軍
需
品
」）で
す
。

（
毛
布
）二（
枚
）　
四（
円
）〇
〇

（
銭
）　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
大

字
佐
谷（
引
用
に
際
し
、
番
地
・
人

名
な
ど
を
略
す
）　【
寄
附
を
し
た

の
は（
現
住
所
）仙
台
市
の
人
物
で
、

仙
台
市
で
の
集
団
献
納
に
加
わ
っ

た
も
の
。】

　
明
治
38
年（
1
9
0
5
年
）に
な

る
と
官
報
に
日
露
戦
争（
1
9
0
4

年
～
1
9
0
5
年
）で
の
戦
病
死

者
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
糟
屋

郡
須
恵
村
出
身
の
兵
士
の
名
も
見

え
ま
す
。（
こ
こ
で
は
氏
名
を
伏
せ
、

文
も
簡
略
化
し
て
引
用
し
ま
す
。

官
報
の
号
数
の
次
に
発
行
日
を
入

れ
て
い
ま
す
。）

◦
6
5
9
1
号（
6
月
21
日
）

　
佐
谷
、
故
陸
軍
輜
重
輸
卒
　
戦

役
の
功
に
依
り
特
に
金
弐
百
弐
拾

円
を
賜
ふ
。（
遺
族
に
弔
慰
金
の
趣

旨
で
陸
軍
省
か
ら
支
払
わ
れ
た
も

の
で
す
。）

◦
6
7
0
1
号（
10
月
28
日
）

　「
戦
地
其
他
死
亡
者
　
戦
地
其

他
に
於
け
る
陸
軍
軍
人
軍
属
の
死

亡
者
左
の
如
し（
陸
軍
省
）」と
し
て

兵
士
の
名
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、

右
の
兵
士
は
明
治
37
年
11
月
30
日
、

清
国
盛
京
省
沙
滸
屯
の
兵
站
病
院

で
病
死
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

日
露
戦
争
で
は
戦
地
で
病
死
し
た

兵
が
多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
盛
京
省
は
い
わ
ゆ

る
旧
満
洲
に
属
し
、
現
在
の
中
国

東
北
部
、遼
寧
省
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
時
の
報
告
で
は
糟
屋
郡
な
ど

福
岡
市
周
辺
部
の
人
物
が
散
見
さ

れ
る
の
で
、
第
12
師
団
に
属
し
た

歩
兵
第
24
連
隊（
福
岡
）の
同
じ
部

隊
の
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と

想
像
さ
れ
ま
す
。

◦
6
7
2
6
号（
11
月
30
日
）

　
新
原
、
故
陸
軍
輜
重
輸
卒
　
戦

役
の
功
に
依
り
特
に
金
弐
百
弐
拾

円
を
賜
ふ
。

　
植
木
、（
以
下
同
文
）

◦
6
7
3
3
号（
12
月
8
日
）

　
佐
谷
、
故
陸
軍
歩
兵
一
等
卒
　

戦
役
の
功
に
依
り
特
に
金
弐
百
四

拾
円
を
賜
ふ
。

❷❷

❹❹

❶❶

❸❸

図❶～❹　『日本登録商標大全』上巻,東京書院,明治38.
国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/902305
(参照 2023-03-21)

7 広報すえ • 2023（令和5年） 5


